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1 月 4 日から石岡市役所 新庁舎がオープンします。市民に開かれた親しみのある場所へ。（詳細は 2ページから）

暮
ら
し
に
寄
り
添
う

石
岡
市
役
所
に
よ
う
こ
そ

　　　　75,330 人（＋ 9）
男　　　37,409 人（－ 16）
女　　　37,921 人（＋ 25）
世帯数　30,816 世帯（＋ 28）
（　）内は前月との比較

人の動き【2018/12/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳

出生 41　  　 転入   214

死亡 80　　   転出   166



新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

石
岡
市
長　

今
泉 

文
彦

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
元
号
を
迎
え
る
本
年
１
月
４

日
に
石
岡
市
庁
舎
が
開
庁
い
た
し

ま
す
。

　

思
い
返
せ
ば
、
昭
和
49
年
に
建

築
さ
れ
た
旧
庁
舎
は
、
平
成
20
年

の
耐
震
診
断
で
「
大
地
震
の
衝
撃

に
よ
り
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
の
危
険

性
が
高
い
」と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
た

矢
先
の
平
成
23
年
、
東
日
本
大
震

災
が
発
生
。
震
度
６
弱
の
揺
れ
で

旧
庁
舎
の
３
・
４
階
が
使
用
不
能

に
な
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
か
ら
慎
重
に
検
討
を

重
ね
、
平
成
25
年
に
は
新
庁
舎
建

設
基
本
計
画
の
策
定
を
開
始
。
平

成
29
年
３
月
か
ら
着
工
し
た
建
設

工
事
も
無
事
終
了
し
、
こ
の
度
、

新
庁
舎
の
完
成
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
に
は
市
職
員
だ
け
で
な

く
、
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
学

生
な
ど
多
く
の
人
々
が
集
い
「
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
」
に
な
る
よ
う

に
と
の
願
い
を
込
め
、
外
観
は
万

葉
の
時
代
か
ら
多
く
の
人
々
に
親

し
ま
れ
て
き
た
筑
波
山
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
庁
舎
の
入
り
口
に

は
市
民
に
開
か
れ
た
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
多
目
的
ホ
ー
ル
が

誕
生
し
ま
し
た
。
市
民
主
催
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
を
は
じ
め
、

市
民
の
方
々
の
ま
ち
づ
く
り
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
形
に
で
き
る
よ
う
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

二
期
目
の
就
任
以
降
は
「
み
ら

い
創
造
」
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
石
岡
の
魅
力
を
市
民
や
来
訪

者
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
石
岡
市
の
魅

力
は
、
住
ん
で
い
る
人
の
魅
力
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
新
庁
舎
に
多

く
の
人
が
集
い
、
市
民
の
生
き
生

き
と
し
た
暮
ら
し
が
、
他
の
石
岡

市
の
魅
力
と
共
に
発
信
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

石岡市役所
新庁舎オープン

特
集
①

問庁舎建設推進室　☎23-1111

　広報いしおか１月１日号　№３１８　　　２　　　　　　　



建築概要

◇建設地：石岡市石岡一丁目１番地１
　　　　　（旧庁舎所在地）
◇敷地面積：22,860.98 ㎡
◇建築面積：3337.63 ㎡
◇延床面積：9913.61 ㎡
◇構造：鉄筋コンクリート造、
　　　　一部鉄骨造（基礎免震構造）
◇階数：地上 3階・地下 1階
◇昇降機：15 人乗り 1 台（車椅子対応）、
　13人乗り 1台（ストレッチャー対応）
◇建設工事契約先：フジタ、平成建設 
　特定建設工事共同企業体

----------------------------------------------------
（写真説明）
1 1階：戸籍や健康保険、福祉や税など
の窓口を集約しています。高齢者や車椅
子利用者に配慮したローカウンターで、
それぞれのカウンターにはプライバシー
に配慮し、パネルを設置しています。

2 2 階：災害対応時の拠点となる災害
対策室があります。普段は会議室として
も使用。大型モニターが設置されていて、
災害時の情報収集に利用されます。

3 3 階：紫峰・筑波山の紫をイメージ
カラーにした議場。傍聴席は 44 席で車
椅子にも対応しています。

4屋外：障がい者優先駐車場のほか、通
常より駐車スペースを広げた「おもいや
り駐車場」も確保。妊婦、高齢者、身体
が不自由な方をはじめ、誰もが安心して
利用できます。電気自動車にも対応した
EV ステーションの設置や余裕のある駐
輪場を整備予定です。
駐車スペースは凹凸のないフラット仕上
げで、市民イベントの会場や消防訓練に
も利用できます。

1

2

3

平成 31 年１月４日
平成 31 年９月        
平成 31 年 10 月

今後の予定

　　　　　　　３　　　広報いしおか１月１日号　№３１８

庁舎の内部

4

駐車場イメージ

: 新庁舎利用開始
: 外構工事完了
: グランドオープン



大
切
に
し
た

　
　

４
つ
の
こ
と

暮
ら
し
の
安
全
・

　
　安
心
を
支
え
る
庁
舎

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
も
と

に
免
震
設
計
さ
れ
て
い
て
、
地
下

に
は
、
44
本
の
免
震
装
置
が
あ
り

ま
す
。

　

72
時
間
分
の
燃
料
（
重
油
）
を

備
蓄
で
き
る
地
下
燃
料
タ
ン
ク
や

非
常
用
発
電
機
な
ど
も
備
え
て
い

ま
す
。

市
民
に
開
か
れ
、

　
　親
し
み
や
す
い
庁
舎

　

暮
ら
し
に
関
わ
る
窓
口
を
１
階

に
集
約
し
、
分
か
り
や
す
い
案
内

表
示
を
つ
け
ま
し
た
。
段
差
を
極

力
減
ら
し
、
車
椅
子
対
応
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
。
赤
ち
ゃ
ん
連

れ
の
マ
マ
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が

使
い
や
す
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

軽
食
や
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
す
る

カ
フ
ェ
や
多
目
的
ホ
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
は
市
民
主
催
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
展
示
を
は
じ
め
様
々

な
ア
イ
デ
ア
を
形
に
で
き
る
よ
う

に
活
用
し
ま
す
。

石
岡
ら
し
さ
を

　
　
　
　表
現
す
る
庁
舎

　

常
陸
国
の
国
府
が
置
か
れ
た
、

１
３
０
０
年
の
歴
史
と
文
化
に
出

会
え
る
ま
ち
「
石
岡
」
に
、
ふ
さ

わ
し
い
自
然
素
材
と
伝
統
色
を
基

調
と
し
ま
し
た
。

　

天
井
や
カ
ウ
ン
タ
ー
は
天
然
杉
、

床
の
色
調
は
黒
御
影
の
一
種
、
筑

波
石
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

環
境
と
経
済
面
の

　両
方
か
ら
考
え
た
庁
舎

　

太
陽
熱
や
地
中
熱
と
い
っ
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た

冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
人
感
セ
ン
サ
ー

を
設
置
し
、
無
駄
な
電
力
消
費
を

削
減
し
ま
す
。

　広報いしおか１月１日号　№３１８　　　４　　　　　　　

①
② ③ ④⑤⑥⑦⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

2 階

⑭ ⑮ ⑯

多目的
ホール

正面入り口

①②③④
⑤

⑥ ⑦ ⑧⑨ ⑩ ⑪ ⑫
⑬
⑭

カフェ

1 階



1 階 ①市民課
②保険年金課
③税務課
④収納対策課
⑤消費生活センター
⑥生活環境課
⑦まちづくり協働課
⑧社会福祉課
⑨介護保険室
⑩高齢福祉課
⑪こども福祉課
⑫会計課
⑬常陽銀行
⑭法務局証明サービス
①市長室
②副市長室

2階 ③秘書広聴課
④秘書広聴課 広報担当
⑤行革推進課
⑥政策企画課
⑦契約検査課
⑧防災対策課
⑨総務課
⑩財政課
⑪管財課
⑫商工課
⑬地籍調査課
⑭都市計画課
⑮建築住宅指導課
⑯道路建設課

3階 ①議会事務局
②議場

B1階 ①情報政策課

▶新庁舎のフロアマップは以下の通りです。
　議会事務局と議場は、八郷総合支所から本庁舎に
　移りました。

ほかにもいろいろ、新庁舎の新たな機能
▶インターネット等を活用した議会中継が始まりま
　す。（平成 31年第 1回定例会から運用開始予定）
　またキッズコーナーや授乳室が使いやすくなり、
　多機能型トイレも各階にあります。
　公衆無線 LAN（Wi-Fi）も設置され、これまでよ
　りも便利になりました。
　ぜひ、新しくなった石岡市役所にお越しください。

\ 懐かしいあの味が帰ってきた /
カフェスペースオープン
▶あんみつなどの甘味や焼きそ
ばなどの軽食、ドリンクを提供
予定。店内は、温かみのある木
をふんだんに使っています。

店舗／大石家
オープン時期／ 1月上旬
営業時間／午前11時～午後3時

（予定）

▲地下には 44 本の免震装置が
あるほか、地中には写真のよう
な太さ 90 ㎝、長さ 38 ｍの杭
が 73 本埋まっています。

　　　　　　　５　　　広報いしおか１月１日号　№３１８

3 階

①

②

新庁舎ご案内

B 1 階

①



イ
ノ
シ
シ
被
害
は
、

　
　も
は
や
自
然
災
害

成
30
年
６
〜
９
月
の
イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
数
は
前

年
度
の
倍
以
上
の
３
４
０
頭
（
下

グ
ラ
フ
参
照
）
で
し
た
。

　

捕
獲
活
動
を
行
う
の
は
、
猟
友

会
か
ら
選
抜
さ
れ
た
32
人
の
石
岡

市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
。
農
作

物
へ
の
被
害
を
食
い
止
め
る
べ
く

仕
掛
け
る
わ
な
の
数
は
１
０
０
０

近
く
。
以
前
は
山
の
尾
根
に
仕
掛

け
て
い
た
わ
な
も
、
最
近
で
は
中

腹
か
ら
山
際
に
か
け
て
仕
掛
け
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
イ
ノ
シ
シ
が
人
里
に
来
て
い

平 特
集
②  

地
域
で
取
り
組
む
鳥
獣
被
害
対
策

被害対策と同時に考えたい「イノシシの活用」

　実施隊員たちは、市内の山を隈なく歩き、イノシシの
移動経路や習性を熟知しています。昨夏には、前年の 2
倍の捕獲頭数をあげました。これは隊員一人ひとりの努
力の賜物であり、それだけイノシシが増えているという
ことでもあります。
　おりの中で暴れ回るイノシシを仕留めるには危険がと
もないますので、十三塚地区の囲いわなにかかった場合
には、我々も協力していきたいと考えています。
　昨年は JA 職員もわな猟免許を取得して、猟友会に加
入してくれました。今後は、関係機関が連携すること、
イノシシの活用方法を考えいくとが大切だと思います。

る
こ
と
、
捕
獲
隊
の
地
道
な
活
動

で
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
を
水
際
で
防

い
で
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

し
か
し
最
近
の
イ
ノ
シ
シ
被
害

は
、
農
作
物
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
受
け
て
、
昨
年
５

月
、
野
生
動
物
に
よ
る
被
害
対
策

に
取
り
組
む
浅
田
正
彦
氏
（
合
同

会
社
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｃ
）
を
招
い
た
講
演

会
を
開
催
。
住
民
２
８
３
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
浅
田
氏
は
「
野
生

動
物
に
よ
る
被
害
は
、
特
定
の
加

害
者
が
い
な
い
た
め
、
い
わ
ば
自

然
災
害
と
一
緒
」
と
定
義
。

　

こ
れ
ま
で
は
農
家
が
自
ら
設
置

す
る
電
気
柵
（
＝
自
助
）
や
猟
友

会
に
よ
る
捕
獲
活
動
（
＝
公
助
）

な
ど
が
主
で
し
た
が
、
地
域
の
防

災
力
向
上
の
た
め
に
活
動
す
る
自

主
防
災
組
織
の
よ
う
な
仕
組
み

（
＝
共
助
）
が
、
鳥
獣
被
害
対
策

の
分
野
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と

ま
と
め
ま
し
た
。
↖

大増
16％

小幡
14％

瓦谷
14％

吉生
9％

真家
7％

太田
6％

大塚
5％

半田
5％

龍明
5％

中戸
4％

その他
15%

H30 年捕獲数
340 頭の地区別

割合

▲山際にある墓地が掘り返されると
いう事例も（仏生寺地区）

0

100

200

300

400

500

600

H30H29H28H27H26H25H24H23

年度別イノシシ捕獲数
赤：有害鳥獣捕獲期間
灰：狩猟期間

71 105 136

232
327

397
439

340

159

119

106

131

69
69

29

（頭）

鈴木哲夫さん
　（石岡市鳥獣被害対策実施隊 隊長）

 

問 

支
所 

農
政
課　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
５
２
）
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特集②　地域で取り組む鳥獣被害対策

イ
ノ
シ
シ
対
策
は
、

　
　
　
　

  

地
域
ぐ
る
み
で

域
住
民
が
協
力
し
合
い

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
取
り

組
み
始
め
た
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　

果
樹
園
が
立
ち
並
び
、
都
内
か

ら
の
観
光
客
も
や
っ
て
来
る
、
筑

波
山
麓
の
十
三
塚
地
区
で
す
。

果
樹
畑
と
田
ん
ぼ
が
広
が
る

　
　
　
　
　
　十
三
塚
の
現
状

　

十
三
塚
地
区
（
世
帯
数
36
軒
）

の
果
樹
栽
培
は
、
柿
、
み
か
ん
に

始
ま
り
、
り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
、
キ

ウ
イ
な
ど
多
品
種
栽
培
さ
れ
て
い

る
の
が
特
徴
で
、
み
か
ん
栽
培
の

北
限
、
り
ん
ご
栽
培
の
南
限
と
も

い
わ
れ
た
場
所
。
秋
に
は
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
す
が
、
果
樹
園

主
た
ち
は
幼
木
の
根
の
掘
り
返
し

や
果
樹
を
も
ぎ
と
っ
て
食
べ
て
し

ま
う
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
頭
を
抱
え

て
い
ま
す
。
個
人
で
電
気
柵
を
設

置
し
た
り
、
ネ
ッ
ト
を
張
る
な
ど

の
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、

高
齢
化
や
地
域
の
人
口
減
少
で
、

そ
れ
も
限
界
で
す
。

有
志
で
獣
害
対
策
委
員
会
を
結
成

　

こ
の
事
態
を
打
開
す
る
べ
く
、

昨
年
８
月
、
有
志
の
地
区
住
民
９

人
が「
獣
害
対
策
委
員
会
」を
結
成
。

９
月
に
は
現
地
に
浅
田
氏
を
招
き
、

勉
強
会
や
地
区
の
被
害
状
況
を
見

て
歩
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開

催
し
、
市
の
「
獣
害
対
策
モ
デ
ル

地
区
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
に
、
イ
ノ
シ
シ
侵
入
を
防

ぐ
防
護
柵
を
設
置
、
捕
獲
用
の
わ

地

イノシシ対策を、地域の協働のきっかけに

　十三塚地区では、専業農家が少なくなり高齢化が進む
中で、畑まわりの草刈りも難しい状況にあります。しか
し「耕作放棄地が増えないように」と各家で努力して維
持しているというのが現状です。
　地域ぐるみでイノシシ被害に取り組むことは「どんな
餌がいいのか、囲いわなの見回り方法や、防護柵の維持
管理はどうするか」といった試行錯誤の連続です。しか
し、増え続けるイノシシに個人で対抗するのも限界です。
　今回のモデル地区としての取り組みは、地域で課題を
共有し、協働で取り組んでいくきっかけにしていきたい
と考えています。

▲９月。十三塚地区内の被害状況を共
有するため、現地をフィールドワーク。
幼木の周りにはイノシシの足跡が。そ
の後、集会所で、イノシシの経路を地
図に落とし込みました。

な
を
導
入
し
、
餌
や
り
な
ど
の
見

回
り
活
動
が
本
格
的
に
動
き
出
し

ま
す
。防
護
柵
は
1.7
㎞
に
わ
た
り
、

囲
い
わ
な
も
４
ｍ
×
６
ｍ
と
大
き

な
も
の
。イ
ノ
シ
シ
が
よ
く
現
れ
、

身
を
潜
め
て
い
る
耕
作
放
棄
地
な

ど
に
設
置
を
検
討
中
で
す
。

　

設
置
後
は
、
交
代
で
わ
な
の
中

の
餌
の
管
理
や
毎
日
の
見
回
り
を

行
い
ま
す
。
当
番
が
日
誌
を
つ
け

る
な
ど
し
て
、
地
域
住
民
で
情
報

を
共
有
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
の
原
因
の

　
　
　
　
　根
っ
こ
に
あ
る
も
の

　

イ
ノ
シ
シ
は
、
が
さ
藪
に
な
っ

た
耕
作
放
棄
地
に
身
を
隠
し
て
、

え
さ
を
食
い
漁
り
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
農
業
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
地
域

の
人
口
減
少
。
イ
ノ
シ
シ
被
害
の

原
因
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
課
題

が
根
っ
こ
に
あ
り
ま
す
。
イ
ノ
シ

シ
被
害
を
考
え
る
こ
と
は
、
地
域

課
題
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
る
の

で
す
。

　

市
で
は
こ
う
し
た
地
域
の
取
り

組
み
を
支
援
し
な
が
ら
、
根
本
的

な
獣
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

【左から写真説明】人家裏の崖が掘り起こ
され、がけ崩れ（中戸地区）道路の境界を
掘り起こされ車が通行できなくなっている
（大増地区）掘り起こされた土や石が側溝
に詰まり、雨水が流れなくなっている（上
曽地区）

瀬尾栄一さん
　（十三塚地区 獣害対策委員会）

　　　　　　　７　　　広報いしおか１月１日号　№３１８



ま ち の 話 題
「あれ？認知症による徘徊かな…」

　声のかけ方を学ぶ、見守り声かけ訓練を実施
　認知症による徘徊の行方不明者が全国
では年間１万5000人を超え、平成29年
に石岡警察署に届出のあった行方不明届
の内30件は認知症の疑いがありました。
　早期発見のポイントは、誰かの一声。
そこで市は県・石岡警察署と連携し、声
かけ訓練を実施。一般の通行人の方が認
知症の疑いのある徘徊者に声かけし、対
応法を学んでもらうというもの。計 25
人の方に声かけをしてもらいました。　
　ゴール地点は JA 新ひたち野で、職員
が石岡警察署に連絡し保護してもらうと
いう内容です。徘徊者役を務めたのは、
認知症への理解を進める活動を行うキャ
ラバンメイトの市内介護施設で働く鈴木
真理さんと田中良和さん。声かけを体験
した女性は「想像以上に難しかったけれ
ど、体験できてよかった。こうした訓練
はとても大切だと思う」と話しました。

10
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11
月
10
日
～
12
日
、
旧
有
明
中

学
校
で
、
や
さ
と
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ

ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
市

内
在
住
の
も
の
づ
く
り
作
家
た
ち

が
集
う「
こ
ん
こ
ん
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

の
会
員
が
中
心
と
な
り
、
ク
ラ
フ

ト
文
化
を
発
信
す
る
た
め
に
始

ま
っ
た
も
の
。
出
店
者
の
一
人
で

あ
る
久
保
田
誠
さ
ん（
八
郷
在
住
）

は
自
分
で
綿
を
育
て
、
糸
を
つ
む

ぎ
、
草
木
で
染
め
て
布
を
織
っ
て

い
ま
す
。
便
利
さ
や
効
率
性
を
追

求
し
て
き
た
現
代
の
暮
ら
し
の
中

で
、
手
間
暇
か
け
た
価
値
あ
る
も

の
が
集
ま
り
ま
し
た
。

里山からものづくりを発信して、
今年で 25 周年 やさとクラフトフェア

10
   12

①声をかけるときは前から（後ろから声をかけない）
②相手も目線に合わせやさしい口調で
③相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応する

　広報いしおか１月１日号　№３１８　　　８　　　　　　　

　

９
月
29
日
～
10
月
４
日
、
石
岡

市
企
画
展
が
開
催
さ
れ
、
６
８
３

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

石
岡
市
企
画
展
は
23
年
前
に

「
旧
八
郷
町
に
は
素
晴
ら
し
い
芸

術
家
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
地

元
の
人
た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
住
民
主
体
で
始
ま
っ
た

も
の
で
す
。

　

今
年
は
筑
波
山
な
ど
の
風
景
画

を
描
く
野
口
昌
男
さ
ん
（
洋
画
）

と
、
高
校
で
教
鞭
を
と
る
傍
ら
古

典
の
臨
書
や
研
究
に
力
注
ぐ
石
川

富
重
さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

支所の多目的ホール「郷の風」で
　第 22 回石岡市企画展が開催される

９
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地元の人から学ぶ「地域の風習」
　関川小の児童たちがダイダラボッチづくり

　関川地区には、病気や災いが入って
こないように地区の入り口に「ダイダ
ラボッチ」という大人形をたてる独自
の風習が 200 年以上前から続いてい
ます。ダイダラボッチは、麦わらや稲
わらを束ねた胴体を杉の葉で覆ったも
ので、毎年 8月 16 日に地区の男性た
ちによって製作されています。
　関川小学校では、ふるさと学習の時
間を使って、この地域独自の風習を子
どもたちに伝えていこうと、地元の方
と一緒にダイダラボッチづくりに取り
組みました。３～４年生の児童たちは、
8月 16 日に製作現場を見学。2学期
に地元の方を招いて、作り方を学び、
11月 2日に完成させました。
　つくったダイダラボッチは学校の入
り口に置かれ、1年間、子どもたちの
成長を見守ります。

11
　 ２

　

平
成
27
年
か
ら
、
石
岡
地
区
と

八
郷
地
区
で
交
互
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
石
岡
運
動
公
園
が

工
事
中
の
た
め
、
八
郷
総
合
支
所

の
駐
車
場
と
中
央
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
市
内
で
育
っ
た
豚
の

焼
肉
や
し
し
鍋
は
、
今
年
も
長
蛇

の
列
の
大
好
評
。
つ
く
ば
ね
森
林

組
合
の
丸
太
切
り
と
県
南
農
林
事

務
所
の
割
り
箸
作
り
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
人
気
で
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
カ
ン
ナ
を
使
っ
て
マ
イ
箸

作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
食

で
体
験
で
、
地
元
の
魅
力
を
体
感

し
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

食、体験、魅力体感
石岡ふれあいまつり☆に 1 万 6000 人

10
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柿
は
年
間
平
均
気
温
が
14
・
５

度
以
上
の
温
暖
な
と
こ
ろ
で
な
い

と
渋
が
残
る
た
め
、
石
岡
市
は
甘

柿
の
北
限
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
20
年
代
、
真
家
地
区
の
生

産
者
が
富
有
柿
を
宮
内
庁
に
納
め

た
の
が
最
初
で
、
昭
和
44
年
か
ら

は
旧
八
郷
町
の
事
業
と
し
て
皇
室

へ
の
柿
献
上
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
毎
年
３
つ
の
組
合
（
マ
ル
園

柿
出
荷
組
合
、
Ｊ
Ａ
や
さ
と
柿
部

会
、
十
三
塚
柿
出
荷
組
合
）
が
順

番
で
献
上
し
、
平
成
最
後
と
な
る

年
は
、
Ｊ
Ａ
や
さ
と
柿
部
会
の
柿

が
献
上
さ
れ
ま
し
た
。

皇室への柿献上
　　平成最後の柿審査を行いました

11
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　　　　　　　９　　　広報いしおか１月１日号　№３１８



ま ち の 話 題

　

青
少
年
を
育
て
る

石
岡
市
民
の
会
は
、

児
童
が
緊
急
で
駆
け

込
め
る
「
１
１
０
番

の
家
」
の
看
板
設
置

な
ど
を
進
め
る
市
民

グ
ル
ー
プ
で
、
小
学

校
単
位
で
活
動
し
、

支
部
ご
と
に
地
域

住
民
の
交
流
の
場

と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
関
川
支
部
（
坂
本
國

光
支
部
長
）は
、毎
年
、趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
で
、

今
年
は
徳
川
家
御
用
神
楽
「
水
戸
大
神
楽
」
鑑
賞

会
を
実
施
。
児
童
と
地
域
住
民
１
０
０
人
以
上
が

集
い
、
曲
芸
に
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

かつては水戸藩領だった関川地区に
　　「水戸大神楽」がやって来ました

10
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市
内
に
は
年
間

40
回
以
上
、
日
本

赤
十
字
社
の
献
血

バ
ス
が
や
っ
て
来

て
い
て
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
な
ど

で
献
血
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

奉
仕
活
動
を
行

う
石
岡
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
は
長
年
に
わ
た
り
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
こ
の
献
血
活
動
の
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
赤
十
字
社
の
担
当
者
は
「
冬
場

は
献
血
者
が
減
る
傾
向
で
不
足
気
味
な
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

石岡ロータリークラブが呼びかけ
　「冬場の献血にご協力を」

10
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　広報いしおか１月１日号　№３１８　　１０　　　　　　　

先生は、地域の大人たち
　北小の児童ら 35 人が石岡の地域文化を体験

11
　  3

▲最後には児童全員での全校合唱。石岡市小中学校音楽発表会
で全校合唱を行うなど音楽にも力を入れています。

　北小学校では、地域の方を講師に招き、
親子で地域文化を体験しようと、北小ふれ
あい祭が開催されました。北小は全校児童
35 人の小規模校の特性を生かし、全児童
を 6 グループに分け、掃除や除草、課外
活動を行う縦割り班の活動が盛んなのが特
長。上級生は下級生の面倒を見て主体性や
リーダーシップを発揮しています。
　ふれあい祭りには、お囃子、琴演奏、折
り紙、ちぎり絵、門松作りの 5 つの体験コー
ナーがあり、お囃子コーナーでは鹿の子は
やし連（会長 植木克好氏）によるお囃子
演奏と獅子もみ体験。北小の児童たちは、
この日初めて、おかめやひょっとこの面と
衣装をまといました。
　鹿の子はやし連は、生まれ育った町内を
盛り上げていけたらという思いから、20・
30 代を中心に、平成 27 年に設立された会。
幼稚園児から大学生、社会人まで幅広い世
代の 15 人で毎週練習を行っています。「お
まつりを見るだけだった子たちが体験でき
る機会を作れてよかった」と会長の植木さ
ん。2 年生の時から同会に入り、練習をし
てきた 6 年の佐藤大輝さんも舞い方を下
級生たちに教え、人のつながりから地域文
化を体験できる 1 日になりました。



　

旧
県
立
八
郷
高

校
跡
に
平
成
26
年

に
開
校
し
た
「
青

丘
学
院
つ
く
ば
」

は
日
本
語
、
韓
国

語
、
英
語
の
３
か

国
語
を
学
べ
る
ト

リ
リ
ン
ガ
ル
教
育

が
特
長
で
す
。

　

一
般
開
放
さ
れ

た
文
化
祭
で
は
生
徒
た
ち
が
作
っ
た
韓
国
グ
ル
メ

の
ほ
か
、
英
語
の
ス
ピ
ー
チ
発
表
や
日
本
語
に
よ

る
演
劇
を
披
露
。
生
徒
数
は
中
学
１
年
か
ら
高
校

３
年
ま
で
46
人
。
語
学
力
を
生
か
し
世
界
に
羽
ば

た
け
る
人
材
を
育
て
て
い
ま
す
。

「青丘学院つくば」で、日本・韓国、
　台湾など中高生による日本語の演劇

11
　３

　

昨
年
３
月
29
日
、

真
家
地
区
の
畑
で

火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
近
く
で
仕

事
を
し
て
い
た
飯

田
寿と

し
ほ穂

さ
ん
（
笠

間
市
在
住
）
が
畑

の
中
で
炎
と
煙
に

囲
ま
れ
て
動
け
な

く
な
っ
て
い
た
女

性
を
発
見
し
、
安
全
な
道
路
脇
ま
で
救
出
。
救
急

隊
が
到
着
す
る
ま
で
女
性
に
付
き
添
い
、
尊
い
命

を
救
い
ま
し
た
。

　

勇
気
あ
る
行
動
に
対
し
功
績
を
讃
え
る
た
め
、

今
泉
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

尊い命を救うために、炎と煙の中へ。
勇気ある行動に対して感謝状を贈呈

11
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　　　　　　　１１　　広報いしおか１月１日号　№３１８

東京 2020 オリンピック・パラリンピックへ
　仲間をつくろう、そして夢の階段を上ろう

　林小学校では、東京 2020 オリンピック・
パラリンピックを前に、障がい者スポーツ
への理解を深めるため、走り高跳びの鈴木
徹選手（山梨県出身）を招いて全校児童対
象の講演会を行いました。
　筑波大学体育専門学群入学直前に交通事
故で右足膝下を切断。リハビリのために入
所した東京身体障害者福祉センターで、義
肢装具士の臼井二三男氏と出会い、走り高
跳びを始めました。
　5 歳の時に心臓病と吃音症を発症し、小・
中学生の時には強いコンプレックスを抱え
ていたという鈴木選手。このような講演活
動を始めたのは、2000 年シドニーオリン
ピック出場後に母校に行ったのがきっかけ
でした。
　「吃音症があったので何度もやめようと
思いましたが、続けるうちにコンプレック
スも自分の強みにすることができると思う
ようになったんです。小学生の時には、た
くさんの友だちと遊び、仲間を作ってほし
い。そして病気や事故以外に世界では戦争
で足を失う人もいる。色んな境遇の人の気
持ちを想像できる人になってほしい」と呼
びかけ、児童たちは真剣な表情で聞き入っ
ていました。

11
　 28

▲鈴木徹選手の講演会に先立ち、11 月 22 日には石岡市
出身のスポーツライター江橋よしのりさんを招き、全校児
童を対象に「夢の階段を作ろう」と題した講演会を開催し
ました。江橋さんは 2003 年以降、世界の女子サッカーを
幅広く取材。なでしこジャパンが 2011 年のワールドカッ
プで優勝し注目を集める以前から密着取材を続け、主な著
作には、2011 女子 W 杯の舞台裏を記した「世界一のあ
きらめない心（小学館）」などがあります。

鈴木徹選手はパラリンピックに 4回出場、連続入賞を果た
した世界で 2人目の２mジャンパーです



情報ネットワーク

問 1石岡市役所☎ 23-1111（代表）2八郷総合支所☎ 43-1111（代表）

●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800-800-7766 情報ネットワーク

　広報いしおか１月１日号　№３１８　　１２　　　　　　　

小中学校の適正規模・適正配置に関する
　　　　　　　　　　地区説明会を開催します

これからの子どもたちの学び舎について、あなたのご意見を聞かせてください

▶子どもたちの学習環境や学校施設をより良
いものに整えていくため「小中学校の適正規
模・配置の答申」に基づき、学校再配置の計
画を進めています。
　基本的な考え方や今後の方針について説明
会を行います。ぜひお越しください。

※在住地区の会場へ直接お越しください。そ
　の日に出席できない場合は、別地区への参
　加が可能です。

問2教育総務課（内線 1261）

◇石岡中学校区内
　1 月 16 日水　東地区公民館
◇府中中学校区内
　1 月 17 日木　府中地区公民館
◇旧城南中学校区内
　1 月 18 日金　城南地区公民館
◇国府中学校区内
　1 月 22 日火　国府地区公民館
◇旧柿岡中学校区内
　1 月 23 日水　中央公民館
◇旧八郷南中学校区内
　1 月 24 日木　小幡地区公民館
◇旧有明中学校区内
　1 月 29 日火　瓦会地区公民館
◇園部中学校区内
　1 月 30 日水　園部地区コミュニティセンター

1 月中旬
  市内全８か所で午 後7 時から

平成 30 年 9 月
　小中学校の適正規模・適正配置に関する答申が改訂されました

▶市議会議員、自治会や PTA、教員などで
構成されている石岡市小中学校統合計画審議
会（岡﨑尚俊会長）から、改訂された答申が
提出されました。石岡市では、平成 21 年 3
月の答申に基づき、平成 25 年 4 月に柿岡・
有明・八郷南中学校の 3 校を統合し、八郷
中学校を開校。平成 30 年 4 月には石岡・城
南中学校を統合再編してきました。
　平成 21 年の答申から 10 年が経過しよう
とし審議会から新たな答申が示され、平成
31 年度～ 40 年度の 10 年間を目安に統合再
編について検討していきます。

9 月に提出された答申内容（抜粋）

◇石岡市の適正な規模の考え方
▶小学校は、クラス替えが可能な各学年 2
学級以上となる 12 学級以上が望ましく、中
学校は、クラス替えが可能で、全ての教科の
担任が配置できる９学級以上が望ましいとし
ています。
　通学距離は、小学校は 4㎞以内、中学校は
6km 以内、通学バスを使う場合は 45 ～ 50
分を目安にするのが望ましいとしています。
◇小中一貫校の配置
▶石岡地区、八郷地区それぞれ１か所に、小
中一貫校を配置していきます。　

櫻井信教育長（左）に答申を提出する岡﨑尚俊会長

◀答申の詳しい内容はこちらの
QRコードから。１月31日木まで、
小中学校の統合再編に関するアン
ケートを実施中。
ご意見をお聞かせください。
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と
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ソ
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　　　　　　　１３　　広報いしおか１月１日号　№３１８

福祉バスを利用できる団体が
増えました（福祉バス使用規程一部改正）

▶市では現在、ゆり 1 号・2 号の２台の福
祉バスが運行中です。これまでは、いきい
きクラブ（老人会）などの団体利用が主で
したが、新たに子ども会などの団体も利用
できるように使用規定を一部改定しました。

◇申請時期　利用の 3 か月前から申請可。
　（受付開始は 1 月 4 日金から）

◇利用方法　申請にあたっては事前に事
業の概要や利用目的などを記載する協議書
の提出が必要です。事前に高齢福祉課へご
連絡ください。（詳細はホームページから）

◇利用条件　原則、小学校単位で組織さ
れている連合会単位。地区ごとの子ども会
が利用する場合は 5 つ以上の子ども会で
共催する事業であること。

◇背景とねらい　児童数の減少により、
子ども会活動にかかる個人負担が増大し、
事業実施が困難になっています。そこで子
ども会などの団体も福祉バスを使えるよう
にし、保護者と児童がより参加しやすい環
境を整えて、個人負担を軽減します。夏休
みに子ども会で県外に出かける際には、福
祉バスには「石岡のおまつり」や「フルー
ツ」の絵柄が描かれているので、市の魅力
を発信につなげることが期待されます。

福祉バスを利用できる団体が

\ プップー /
子ども会活動など
児童に関わる団体の
担当者さん注目！

福祉バスとは、高齢
福祉課が管理してい
るバスで、子どもか
ら高齢者、障がいの
ある人などのために
使われるバスです▶

※料金の記載のないものは無料。本号では、1月 4日から新庁舎移転に伴い内線番号を表
記することができません。問い合わせの際は、担当課名とご用件をお伝えください。
ご迷惑をおかけしますが、ご協力よろしくお願いいたします。

問 ₁高齢福祉課
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問 1石岡市役所☎ 23-1111（代表）2八郷総合支所☎ 43-1111（代表）

●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800-800-7766
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お知らせ

生涯学習の集い 記念講演

石田さんチのお父さんの「家族そして親子」論
日にち／２月９日土
プログラム／
○午前９時 30 分（午前９時 15 分から受付）
　家庭の日絵画コンクール・オアシス運動
　表彰、家庭教育体験発表、平和大使派遣
　事業報告
○午前 11 時から　記念講演
場所／中央公民館（八郷総合支所隣り）
申込方法／１月 15 日火午前９時から電話
　で申し込み（先着順）
※託児（３歳～未就学児）を希望する人は
　申し込み時にご相談ください。
問2生涯学習課（内線 1363）

ひ
ま
わ
り
の
館
で

　
　
　
　学
ぼ
う

講　座

講師プロフィール
石田 晃氏　
　1954 年山形県庄
内町生まれ。総合美
容アドバイザー とし
て、 活 躍 中。1997
年 9 月に日本テレビ
系列で初めて放送さ
れ て 以 来、2018 年
５ 月 １ 日 の 放 送 で
35 回を数える、国民的大家族シリーズ「７
男２女、一家 11 人の大家族石田さんチ」お
なじみのお父さん。

情報ネットワーク

　広報いしおか１月１日号　№３１８　　１４　　　　　　　

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄
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　　　　　　　１５　　広報いしおか１月１日号　№３１８

▶八郷総合支所の１階から２階への階段の踊り
場に小林恒岳氏の絵が展示されています。実は、
この絵には対になるものがあり、その絵は、な
んとイギリスの病院に展示されています。
　これは 1994 年、小林恒岳氏の兄で、国立小
児病院の院長だった小林登氏の仲介により、故
ダイアナ王妃が院長を務めるグレート・オーモ
ンド・ストリート病院に寄贈されたものです。

一つはイギリスに、ひとつは八郷支所に

八郷から、海を渡った
　　　小林恒岳氏の絵画

▲「桜咲く里」（四曲一双）左双は支所に展示さ
れていますが、現在、天心記念五浦美術館に貸し
出し中です。

▲渡英した「桜咲く里」（四曲一双）」右双

※料金の記載のないものは無料。本号では、1月 4日から新庁舎移転に伴い内線番号を表記することができません。
問い合わせの際は、担当課名とご用件をお伝えください。
ご迷惑をおかけしますが、ご協力よろしくお願いいたします。

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



問 ₁石岡市役所☎ 23︲₁₁₁₁（代表）₂八郷総合支所☎ 43︲₁₁₁₁（代表）

●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800︲800︲7766

▼
空
家
バ
ン
ク
は
、
空
家
を
売
り	

　

た
い
・
貸
し
た
い
と
考
え
る
所

　

有
者
と
、
買
い
た
い
・
借
り
た

　

い
と
考
え
る
利
用
希
望
者
の
橋

　

渡
し
を
す
る
制
度
で
す
。

　

地
域
の
活
性
化
と
定
住
促
進
の

　

た
め
、
物
件
の
登
録
を
募
集
し

　

て
い
ま
す
。

　

使
用
予
定
の
な
い
空
家
を
お
持

　

ち
の
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。
ま
た
親
戚
や
お
知

　

り
合
い
な
ど
、
空
家
の
所
有
者

　

へ
空
家
バ
ン
ク
の
活
用
を
お
勧

　

め
く
だ
さ
い
。

※
空
家
の
状
況
に
よ
り
、
登
録
で

　

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

₁
建
築
住
宅
指
導
課

▼
茨
城
労
働
局
の
有
効
求
人
倍
率

　

は
１
・
６
４
倍
、
新
規
求
人
倍

　

率
は
２
・
３
３
倍
で
す
。
石
岡

　

管
内
は
有
効
求
人
倍
率
が
１
．

　

２
３
倍
（
対
前
年
同
月
比
０
・

　

２
４
ポ
イ
ン
ト
増
）、
新
規
求

　

人
倍
率
が
１
・
６
７
倍
（
対
前

　

年
同
月
比
０
・
２
８
ポ
イ
ン
ト

　

増
）
で
着
実
に
雇
用
改
善
が
進

　

ん
で
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

石
岡
で
は
受
け
付
け
た
求
人
を

　

も
と
に
、
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ

　

た
仕
事
が
見
つ
か
る
よ
う
に
相

　

談
し
な
が
ら
仕
事
を
紹
介
し
て

　

い
ま
す
。

利
用
案
内
／
就
職
相
談
、
求
人
紹

　

介
・
情
報
の
提
供
、
応
募
書
類

　

の
書
き
方
、
職
業
訓
練
の
案
内

利
用
時
間
／
（
平
日
）
午
前
８
時

　

30
分
～
午
後
５
時
15
分

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

　

☎
２
６
・
８
１
４
１

空
家
バ
ン
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か
？

お知らせ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

お知らせメールマガジンで
防災情報を発信中

▲登録QRコード

イベント
無料相談

防犯情報
などなど

　広報いしおか１月１日号　№３１８　　１６　　　　　　　

▲詳しくは、
市ホームページ

▶人口減少・少子高齢化といった課題に対
応したまちづくりを推進していくため「立
地適正化計画」と「地域公共交通網形成計
画」を策定しています。
　このたび、２つの計画の素案がまとまり
ましたので、住民説明会を開催します。皆
さんのご意見をお寄せください。

①日時／１月 22日㊋
　　　　午後６時 30分から
　場所／石岡市役所１階	多目的ホール
②日時／１月 23日⺢
　　　　午後６時 30分から
　場所／八郷総合支所１階
　　　　101～ 103階会議室
※事前申し込みは不要です。当日直接会場
　にお越しください。
問₁都市計画課

石岡市立地適正化計画・
石岡市地域公共交通網形成計画の住民説明会

ぜひ、お越しください

広　告　掲　載　欄



▼
国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
所
が

　

あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す

　

べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
年
金
制
度
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

▼
申
請
に
よ
り
在
学
期
間
中
の
保

　

険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

　

な
ど
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
出

　

来
る
納
付
猶
予
の
制
度
で
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
額
へ
の
反
映
は

　

し
ま
せ
ん
が
、
受
給
資
格
期
間

　

へ
の
算
入
や
障
害
年
金
の
受
給

　

権
が
得
ら
れ
ま
す
。
学
生
で
年

　

金
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な

　

場
合
に
は
、
こ
の
制
度
を
利
用

　

く
だ
さ
い
。

対
象
／
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

　

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

　

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修

　

業
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
そ

　

の
他
教
育
施
設
な
ど
の
在
学
者

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

納
付
猶
予
制
度

▼
申
請
に
よ
り
学
生
以
外
の
50
歳

　

未
満
の
人
が
、
年
金
保
険
料
の

　

支
払
い
が
困
難
な
場
合
に
、
保

　

険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

　

で
す
。

　

納
付
猶
予
期
間
は
、
老
齢
基
礎

　

年
金
額
へ
の
反
映
は
し
ま
せ
ん

　

が
、
受
給
資
格
期
間
と
し
て
算

　

入
さ
れ
ま
す
。
制
度
利
用
に
は

　

所
得
条
件
が
あ
り
ま
す
。

※
必
要
な
書
類
や
要
件
等
、
詳
し

　

く
は
日
本
年
金
機
構
な
ど
に
問

　

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構

　

土
浦
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
５
・
１
１
７
０

問 

保
険
年
金
課　

▼
認
知
症
の
方
の
介
護
は
、
周
囲

　

か
ら
見
る
と
介
護
し
て
い
る
こ

　

と
が
分
か
り
に
く
い
た
め
、
誤

　

解
や
偏
見
を
持
た
れ
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
介
護
者
が
介
護
中
で

　

あ
る
こ
と
を
周
囲
に
理
解
し
て

　

も
ら
う
た
め
に「
介
護
マ
ー
ク
」

　

を
配
付
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
にご活

用
く
だ
さ
い

・
介
護
を
し
て
い
る
こ
と
を
、
さ

　

り
げ
な
く
周
囲
に
知
っ
て
も
ら

　

い
た
い
と
き

・
外
出
先
の
ト
イ
レ
で
付
き
添
う

　

と
き

・
男
性
介
護
者
が
女
性
用
下
着
を

　

購
入
す
る
と
き	

配
布
場
所
／
石
岡
市
役
所
本
庁	

　

高
齢
福
祉
課
・
八
郷
総
合
支
所	

　

市
民
窓
口
課
・
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー

問 
1
高
齢
福
祉
課

▼
理
学
療
法
士
に
よ
る
、
肩
痛
の

　

予
防
を
目
的
と
し
た
軽
度
な
運

　

動
指
導
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
２
月
14
・
21
・
28
、
３
月

　

７
日
（
木
・
全
４
回
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡	

ひ

　

ま
わ
り
の
館

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

　

心
疾
患
が
な
く
、
医
師
か
ら
運

　

動
制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

定
員
／
30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

　

昨
年
不
参
加
を
優
先
。

申
込
方
法
／
１
月
７
日
月
～
11
日

　

金
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
し

　

込
み

問 

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

▼
医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

　

自
己
負
担
額
（
食
費
・
居
住
費

　

な
ど
を
除
く
）
の
合
計
額
が
年

　

間
の
基
準
額
を
超
え
た
場
合
、

　

基
準
額
を
超
え
た
分
の
額
が
支

　

給
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

に
加
入
い
て
い
る
支
給
対
象
者

　

に
は
１
月
中
旬
に
案
内
を
行
っ

　

て
い
ま
す
が
、
制
度
の
改
正
に

　

よ
り
今
年
か
ら
３
月
中
旬
に
変

　

更
に
な
り
ま
す
。

　

通
知
が
届
い
た
ら
、
案
内
に
従

　

い
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問 
1
保
険
年
金
課

介
護
マ
ー
ク
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

お知らせ

シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト

教
室

講　座

高
額
介
護
合
算

　療
養
費
の
申
請

お知らせ

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金

お知らせ

　　　　　　　１７　　広報いしおか１月１日号　№３１８

※料金の記載のないものは無料。本号では、1月 4日から新庁舎による勤務に伴い内線番号を表記することができま
せん。問い合わせの際は、代表電話にかけて担当課名とご用件をお伝えください。
ご迷惑をおかけしますが、ご協力よろしくお願いいたします。

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



■問い合わせ
石岡保健センター☎ 24-1386・ ℻ 24-4638
八郷保健センター☎ 43-6655・ ℻ 44-1492

実施期間／平成31年2月28日木　まで
申請方法／保健センターで窓口で受診券交付　
します。（土日祝日・年末年始を除く）
※乳がん検診は検診実施機関へ予約をした上　
で窓口へお越しください。
自己負担金／
子宮がん検診（20 歳以上）…2,000 円
乳がん検診
・マンモグラフィ（40 歳以上、2 年に 1 回の助成）
　　　　　　　　　　…1,000 円
・超音波（30 歳以上） …1,000 円
※受診券の有効期間は、発行日から 2 か月間で
すが、1 月 4 日以降に発行された受診券の有効
期間は全て 2 月 28 日までです。自己負担金は
保健センター窓口でお支払いください。
《子宮がん検診実施機関》
石岡市内：冨田産婦人科医院・松葉産婦人科
石岡市外：保健センターに問い合わせ
《乳がん検診実施機関》
・石岡市医師会病院
・山王台病院
・霞ヶ浦医療センター
・日立製作所土浦診療健診センタ
・神立病院
・つくば総合健診センター
・茨城県立中央病院（マンモグラフィのみ）
・つくば国際ブレストクリニック
・筑波記念病院トータルヘルスプラザ
・茨城県メディカルセンター
※がん検診は、70 歳以上の人、生活保護法に
よる被保護者や住民税非課税世帯、重度の障害

▶こころの悩み事などに専門の相談員が電話で
相談に応じます。秘密は厳守されます。ぜひご
利用ください。
相談日／毎月第２火曜日　
　午前９時～正午・午後１時～４時
☎ 43-6655（八郷保健センター内）

▶クーポン券を持っている人は、肺炎ウイルス
検査と胃がんリスク検診を無料で受けることが
できます。この機会に、ぜひお受けください。

有効期間／平成 31 年1月31日木　まで
日にち／ 1 月 24 日木・25 日金
場所／八郷保健センター
日にち／ 1 月 28 日月・29 日火・30 日水・31 日木
場所／石岡保健センター
検診当日受付時間／午前 9 時～正午
対象／今年度以下の年齢になる人
肝炎ウイルス検査：
41 歳・46 歳・51 歳・56 歳・61 歳・66 歳

（肝炎ウイルス検査を受けたことがない人）
胃がんリスク検診：41 歳

（昭和 52 年 4 月 2 日～昭和 53 年 4 月 1 日生）

子宮がん・乳がん個別検診
　　（医療機関）を受けましょう

自分のために、家族のために

健康ガイド

　広報いしおか１月１日号　№３１８　　１８　　　　　　　

がある人は無料です。詳しくは保健センターに
問い合わせください。

肺炎ウイルス検査・胃がんリスク検診
無料クーポン有効期限迫る

こころといのちの電話相談



健康ガイド

注
目
情
報
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

１
月
31
日
木
ま
で

助
成
期
間
延
長
し
ま
し
た

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

　

接
種
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

　

予
防
接
種
の
助
成
期
間
を
延
長

　

し
ま
す
。

助
成
対
象
／
小
児
・
高
齢
者

※
対
象
者
に
は
、
９
月
下
旬
に
通

　

知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
予
防
接
種
は
義
務
で
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。
接
種
に
関
し
て
は
医
療

　

機
関
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

助
成
期
限
／
平
成
31
年
１
月
31
日
木

助
成
費
用
／
２
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
み
全
額
助
成

　

制
度
あ
り
（
事
前
に
手
続
き
が

　

必
要
で
す
）

助
成
回
数
／
１
回

接
種
場
所

①
石
岡
市
医
師
会
加
入
の
医
療
機
関

　
（
小
児
・
高
齢
者
）

②
県
医
師
会
加
入
医
療
機
関

　
（
高
齢
者
の
み
）

※
①
②
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種

　

し
た
場
合
、
償
還
払
い
（
助
成

　

費
用
を
口
座
に
振
り
込
む
手
続

　

き
）
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
風
し
ん

予
防
接
種
（
２
期
）

▼
幼
児
期
に
受
け
た
麻
し
ん
・
風

　

し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
と

　

し
て
、
免
疫
を
補
強
し
病
気
を

　

予
防
す
る
た
め
の
大
事
な
予
防

　

接
種
で
す
。
接
種
料
は
無
料
。

対
象
／
市
内
在
住
の
４
月
に
小
学

　

校
に
入
学
す
る
人
（
平
成
24
年

　

４
月
２
日
〜
平
成
25
年
４
月
１

　

日
生
ま
れ
）

実
施
期
間
／
平
成
31
年
３
月
31
日

　

日
ま
で
（
時
期
を
過
ぎ
る
と
自

　

己
負
担
と
な
り
ま
す
）

二
種
混
合
予
防
接
種

▼
乳
幼
児
期
に
受
け
た
三
種
混
合

　
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
百

　

日
咳
）
の
追
加
接
種
と
し
て
免

　

疫
を
補
強
し
、
病
気
を
予
防
す

　

る
た
め
の
大
事
な
予
防
接
種
で

　

す
。
接
種
料
は
無
料
。

対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
６
年
生

接
種
時
期
／
11
歳
以
上
13
歳
未
満

※
13
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
接
種

　

可
能
で
す
。
３
月
31
日
日
ま
で

　

の
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

接
種
方
法
／
指
定
医
療
機
関
で
の

　

個
別
接
種
（
予
約
制
）

日
本
脳
炎
予
防
接
種

▼
平
成
23
年
か
ら
新
ワ
ク
チ
ン
に

　

な
り
、
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ

　

れ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
４
月

　

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、

　

20
歳
に
な
る
ま
で
４
回
を
定
期

　

接
種
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

▼
償
還
払
い
は
、
医
療
機
関
等
で

　

支
払
っ
た
費
用
を
立
替
分
（
助

　

成
額
）
と
し
て
受
け
取
る
方
法

　

で
す
。

成
人
風
し
ん
等
予
防
接
種

対
象
／
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望

　

し
て
い
る
女
性
と
配
偶
者
、
妊

　

娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

助
成
額
／
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

　

３
０
０
０
円

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　

５
０
０
０
円

県
外
等
指
定
医
療
機
関

　
　

 

以
外
で
の
予
防
接
種

〇
定
期
・
任
意
高
齢
者
肺
炎
球
菌

　
助
成
額
／
４
０
０
０
円

〇
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
助
成
額
／
２
０
０
０
円

〇
定
期
・
任
意
乳
幼
児
予
防
接
種

▼
里
帰
り
な
ど
の
事
情
で
指
定
医

　

療
機
関
以
外
で
定
期
・
任
意
予

　

防
接
種
を
受
け
た
場
合
に
、
乳

　

幼
児
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を

　

行
っ
て
い
ま
す
。

※
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

---------------------------------

償
還
払
い
の
手
続
き
方
法

▼
銀
行
口
座
へ
の
振
り
込
み
（
償

　

還
払
い
）
で
す
。
各
保
健
セ
ン

　

タ
ー
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
／
平
成
31
年
３
月
29
日
金

持
ち
物
／
接
種
し
た
予
防
接
種
の

　

領
収
書
・
助
成
費
用
を
振
り
込

　

む
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の（
通

　

帳
等
）・
印
鑑
・
乳
幼
児
の
場

　

合
は
母
子
健
康
手
帳

▼
産
後
ケ
ア
と
は
、
心
身
両
面
で

　

い
た
わ
ら
な
く
て
は
い
け
な
い

　

産
後
の
時
期
に
、
助
産
師
か
ら

　

育
児
の
援
助
や
栄
養
管
理
な
ど

　

回
復
に
必
要
な
日
常
ケ
ア
を
受

　

け
る
も
の
で
す
。

対
象
／
市
内
在
住
の
産
後
１
年
未

　

満
で
、
産
後
に
休
養
・
栄
養
管

　

理
な
ど
日
常
の
生
活
面
で
の
サ

　

ポ
ー
ト
が
必
要
な
人

サ
ポ
ー
ト
内
容

・
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康

　

確
認
や
沐
浴
、

・
授
乳
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

・
乳
房
ケ
ア
の
方
法
や
育
児
相
談

利
用
の
手
続
き

①
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー  

　

に
相
談

②
利
用
決
定
後
、
事
業
所
と
日
時

　

や
内
容
を
調
整

③
訪
問
型
は
助
産
師
が
自
宅
へ
訪

　

問
、
通
所
型
と
宿
泊
型
は
自
分

　

で
事
業
所
へ
（
送
迎
は
あ
り
ま

　

せ
ん
）

④
利
用
時
に
負
担
金
を
支
払
い

問
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン　

　

タ
ー（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
２
４
・
１
３
９
０

償
還
払
い
の予

防
接
種

接種回数は
\足りてるかな？ /

予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
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産
後
の
マ
マ
の

　

回
復
を
サ
ポ
ー
ト



問 石岡運動公園　☎ 26-7210　　八郷総合運動公園　☎ 43-6884

●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800-800-7766

　９月２日、石岡市消防本部 石岡消防署 柏原
分署で AED および普通救命講習会が開催され
ました。
　石岡市体育協会と市岡市スポーツ少年団がス
ポーツ指導者向けに開催した本講習会には、地
域のスポーツ指導者 23 人が参加しました。
　参加者は、講師の石岡市消防本部職員から普
通救命講習、心肺蘇生法、止血法、ケガや、熱
中症の応急手当を学びました。

　11 月 6 日、防災協定を結んでいる東京都文
京区とゲートボールの交流試合が行われまし
た。大会は鹿の子健康広場で交流事業の一環と
して行われ、文京区のゲートボールクラブの会
員と石岡市ゲートボール協会の会員が交流を深
めました。
　文京区とは防災の分野だけでなく、イベント
への参加や、スポーツによる交流なども行って
おり、ゲートボールの交流試合は昨年から２年
続けての開催となります。

ED および普通救命講習会を開催Ａ 京区とゲートボール交流親善大会文

▲実際に模型を使用して心配蘇生法を学ぶ参加者

大塚 博さん（市陸上競技協会理事長 ）が
　「秩父宮章」を受章しました
　石岡市陸上競技協会に所属し、茨城県陸上競
技協会 評議員を務める大塚 博さんが「秩父宮
章」を受章されました。
　「秩父宮章」は、日本陸上競技連盟あるいは
加盟団体に功績のあった者に贈与される章で、
毎年全国で30名以内の受章者が選出されます。
　53 年という多年にわたり石岡市陸上競技協
会の理事長を勤められた大塚さんは、その功績
が認められ今回の受章となりました。
　受章式は 10 月 6 日、9.98 スタジアム（福
井県営陸上競技場）で行われました。毎年国体
の際に行われる受章式。今回は第 73 回国民体
育大会 陸上競技会において執り行われ、栄誉
ある章が日本陸上競技連盟より贈られました。 ▲表彰状を手にする大塚さん

▲文京区から 23 人の会員が石岡市を訪れました

　広報いしおか１月１日号　№３１８　　２０　　　　　　　
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ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー 

ニ
ュ
ー
ス

ギ
ャ
ラ
リ
ー

日
本
和
紙
絵
画
展

日
時
／
１
月
６
日
日
午
後
１
時

〜
14
日
月
午
後
５
時

主
催
／
原
田 

博
子
氏

ま
ち
か
ど
音
楽
祭

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

期
間
／
１
月
26
日
土

　

午
後
２
時
か
ら

出
演
／
石
岡
第
一
高
等
学
校

　

吹
奏
楽
部

パ
ソ
コ
ン
教
室

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で

脳
活
Ｏ
Ｋ
」

▼
初
心
者
大
歓
迎
！　

日
時
／
１
月
７
日
・
21
日
月

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時

〜
３
時
、
午
後
３
時
〜
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市　

「
サ
ン
ド
市
」

　
　
　

今
月
は
19
日
土
開
催
！

▼
趣
味
の
手
作
り
品
、
園
芸
品

　

な
ど
が
並
び
ま
す
。
出
店
者

　

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日　

　

午
前
11
時
〜
３
時

1
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

◆
心
と
体
の
健
康
相
談

▼
気
軽
に
血
圧
測
っ
て
お
茶
と

　

お
し
ゃ
べ
り
と
…

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

◆
ち
り
め
ん
小
物　

日
に
ち
／
1
月
19
日
土

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▼
い
し
お
か
ひ
な
巡
り
に
向
け

　

て
一
緒
に
お
雛
様
を
飾
っ
て

　

く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま

　

す
。
学
生
・
主
婦
の
方
な
ど

　

大
歓
迎
！
ご
連
絡
お
待
ち
し

　

て
い
ま
す
。

問
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
７
・
５
１
７
１

開
館
時
間
／
午
前
10
時

　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
８
時

休
館
日
／
木
曜
日

石
岡
市
軟
式
野
球
連
盟

会
長
杯
野
球
大
会

10
月
７
、14
、21
日
・
柏
原
野
球
場
、

染
谷
野
球
場

優
勝
／
石
岡
消
防
野
球
部

第
６
回
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

茨
城
県
南
西
大
会

９
月
５
日
・
城
南
地
区
公
民
館

男
子
Ｂ
ク
ラ
ス

優
勝
／
笠
倉 

民
夫

女
子
Ｂ
ク
ラ
ス

優
勝
／
赤
羽
根 

明
美

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本

部
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

11
月
４
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

体
育
館

優
勝
／
吉
生
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

月
例
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

10
月
９
日
・
鹿
の
子
健
康
広
場

優
勝
／
栄
松
チ
ー
ム

石
岡
市
健
康
福
祉
ス
ポ
ー
ツ

大
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

10
月
25
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

優
勝
／
栄
松
チ
ー
ム

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
長
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会

11
月
10
日
・
石
岡
運
動
公
園
陸
上

競
技
場

６
年
生
の
部

優
勝
／
Ｆ
Ｃ
石
岡

第
25
回
石
岡
レ
デ
ィ
ー
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

11
月
11
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

ダ
ブ
ル
ス
Ａ

優
勝
／
大
崎 

律
子
・
冨
山 
芙
紀

ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

優
勝
／
佐
藤 

祥
江
・
塩
谷 

優
子

ダ
ブ
ル
ス
Ｃ

優
勝
／
井
上 

裕
佳
・
飯
塚 

ゆ
か
り

第
15
回
石
岡
市

体
育
協
会
長
杯
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会

11
月
１
日
・
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部

優
勝
／
石
毛 

祥

女
子
の
部

優
勝
／
飯
村 

て
い

大 会 結 果
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図書館つうしん

【１月の休館日】１日～４日・７日・１４日・１５日・２１日・２８日・３１日
　問中央図書館　☎ 24‒1507

中央図書館　
こども図書館 本の森　

≪おはなし玉手箱≫
・５日土午前 10 時 30 分～
≪ひよこのおはなしかい≫
・10 日木午前 10 時 30 分～
≪おはなし会≫
・19 日土午前 10 時 30 分～

中央公民館
≪おはなしフレンズ≫
・12 日土午後 2 時 30 分～
------------------------------------------
※申し込みは不要です。すべ
て 30 分程度で、赤ちゃん連
れでも大丈夫です。安心して
お越しください。

1 月の楽しいおはなし会

無
料
お
た
の
し
み
上
映
会

　

児
童
対
象
の
上
映
会
で
す
。
親

子
そ
ろ
っ
て
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時
／
１
月
27
日
日

　

午
前
10
時
30
分
か
ら

※
上
映
時
間
60
分
。

場
所
／
中
央
図
書
館 

３
階
読
書
室

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
お
し
り
た
ん
て
い

内
容
／
「
ど
ん
な
じ
け
ん
も
、
お

　

な
ら
で
か
い
け
つ
す
る
め
い
た

　

ん
て
い
の
絵
本
」
を
映
像
化
し

　

た
作
品
で
す
。

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
開
催
!!

　

読
ん
で
面
白
い
と
思
っ
た
本
を

持
ち
寄
り
、
紹
介
し
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
そ
し

て
投
票
で
１
番
読
み
た
く
な
っ
た

本
を
決
定
し
ま
す
。

日
に
ち
／
①
１
月
27
日
日

　

②
２
月
10
日
日

※
今
年
度
最
終
日
は
３
月
３
日
日
。

時
間
／
午
後
２
時
～
４
時

※
当
日
は
、
紹
介
し
た
い
本
を
必

　

ず
１
冊
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

場
所
／
中
央
図
書
館 

３
階
会
議
室

対
象
／
市
民
お
よ
び
広
域
利
用
者

定
員
／
20
人
（
先
着
）

参
加
費
／
無
料

※
２
人
以
上
集
ま
れ
ば
実
施
し
ま

　

す
。
見
学
可
能
で
す
。

講
師
／
藤
原 

龍
一
郎
氏
（
市
図

　

書
館
文
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

申
込
方
法
／
図
書
館
へ
直
接
ま
た

　

は
電
話
で
申
し
込
み

参
加
無
料
・
俳
句
講
座

「
さ
く
さ
く
作
ろ
う
！
」

　

俳
句
は
日
本
の
美
し
い
四
季
を

詠
い
ま
す
。
五
七
五
、十
七
文
字

の
言
葉
の
世
界
を
楽
し
み
な
が

ら
、
あ
な
た
も
さ
く
さ
く
作
り
ま

し
ょ
う
。

日
時
／
２
月
２
日
土

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
／
中
央
図
書
館 

３
階
会
議
室

講
師
／
櫂 

未
知
子
氏
（
俳
人
協

　

会
理
事
、
Ｅ
テ
レ
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳

　

句
」
第
４
週
「
俳
句
さ
く
咲
く

　

！
」
担
当
）

内
容
／
作
品
の
講
義
、
俳
句
の
実

　

作
講
評

定
員
／
40
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
１
月
８
日
火
か
ら
図

　

書
館
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

　

し
込
み

※
自
作
俳
句
（
一
人
一
句
ま
で
）

　

の
講
評
希
望
者
は
１
月
25
日
日

　

ま
で
に
図
書
館
へ
提
出
。
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
（
２
４
・
１
５
０
８
）
可
。

成
28
年
度
に
現
在
の
国
分

寺
境
内
の
東
側
の
宅
地
部

分
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
特
に

成
果
が
あ
が
っ
た
の
は
、
金
堂
跡

部
分
で
す
。
調
査
規
模
が
小
さ
い

た
め
断
定
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
金

堂
の
南
東
側
コ
ー
ナ
ー
が
確
認
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
も
し

こ
れ
が
金
堂
の
コ
ー
ナ
ー
で
あ
れ

ば
、
過
去
の
調
査
と
合
わ
せ
、
東

西
幅
が
33
ｍ
程
と
判
断
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
他
国
の
調
査
と
ほ
ぼ

同
規
模
と
な
る
こ
と
か
ら
、
東
西

の
柱
の
数
が
８
本
（
柱
と
柱
の
間

の
こ
と
を
「
間
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
場
合
は
７
間
）
と
推
定
で
き

ま
す
。
東
西
幅
が
奇
数
間
だ
と
す

る
と
、
金
堂
の
南
側
の
扉
を
開
け

た
時
に
中
央
に
仏
像
が
配
置
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
分
寺
は
創
建
当
初
か
ら
荘
厳

な
雰
囲
気
に
な
る
よ
う
、
バ
ラ
ン

時の記憶
シリーズ 154

常陸国分寺跡
　　　金堂について

平

問文化振興課
☎ 43-1111（内線 1324）

ス
よ
く
設
計
が
行
わ
れ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
は

こ
の
他
に
も
近
年
の
国
分
寺
の
調

査
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　広報いしおか１月１日号　№３１８　　２２　　　　　　　

◀毎月第 3 土曜日に中
央図書館のこども図書館
「本の森」で読み聞かせ
をしている、むかしむか
しさん。季節に合わせて
絵本を選び、手遊びなど
も取り入れたおはなし会
です（写真は10月27日、
市社会福祉協議会の親子
まつりでの一コマ）
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文化協会だより
　昭和 30 年頃、西川流・故 扇若先生の稽
古を受けていたお弟子さんたちが、市民会館
の前身である公民館で発表会やおさらい会を
行っていたのが、この研究会の前身です。
　その後昭和 43 年 5 月に市民会館が完成し、
日本舞踊研究会として文化祭に参加するよう
になりました。
　昭和 52 年に藍川会、昭和 53 年に柳美会、
昭和 54 年に藤間流の紋五郎師、昭和 55 年
に柳洋会が参加し、その後の文化祭は 4 流
派 5 団体で毎回参加してきました。
　現在は藍川会（藍川裕晃）、百合友希会（若
柳百合友希）、美作の会（美作手毬）、勘佐彦

会（藤間勘佐彦）の 4 団体で活動しています。
　主な活動として、毎年の文化祭と納涼市民
盆踊り大会に参加しています。
会員／ 70 人　　年会費／ 1,000 円
問石岡市日本舞踊研究会
　☎ 23-9983（西牧 恵美子）

第４回  石岡市日本舞踊研究会

　　　　　　　２３　　広報いしおか１月１日号　№３１８



わが家のアイドル

◀QRコードで簡単応募 !

岩田光
みつき

稀ちゃん
（1歳 4か月）
（東成井）

日々出来ることが増
えて驚くばかり！元
気で優しい子になっ
てね☆

石川結
ゆいと

翔ちゃん
　　　　　  （3 歳）
聖
せ な

菜ちゃん（1歳）
（東光台）

これからもたくさん
食べて兄弟仲良く
育ってね！

■市内在住の未就学児のお子さんの写真を
　広報紙に掲載しませんか？
■メールに写真を添付してお送りください。

自衛隊と連携した　
　地域防災訓練を実施
▶市では自治会と協働で、小学校区単位での
地域防災訓練を実施しています。これは東日
本大震災をきっかけに平成 26年から始まっ
たもので、3年に一度の市全域対象「総合防
災訓練」に該当しない年に実施しています。
　昨年は 11 月 18 日に園部小学校区、同月
25日には南小学校区で開催されました。

園部小学校区（実践型・アトラクション系）
◆航空自衛隊百里基地による搬送訓練と、炊
　き出し訓練
◆防災カルタやハシゴ車体験搭乗など
（参加者の声）大規模な訓練を地区で行うの
は難しい。行政と一体となってこういった訓
練ができるのはとても良いと思う。

南小学校区（体験型）
◆ドクターヘリによる救助訓練
◆陸上自衛隊勝田駐屯地による炊き出し訓練
◆煙体験
◆耐震性貯水槽の給水方法など
（参加者の声）課題も感じたが普段できない
ことを体験できて良かった。地域がまとまる
重要性を再認識した。

問防災対策課（本庁舎）　☎ 23-1111

------------------------------------------------------------------------
（訓練の想定）茨城県沖を震源とする大地震が発生。
地震の規模はマグニチュード 8.0 程度、石岡市では震度
6強の揺れを観測

石岡市では毎年、防災訓練を実施しています

園部小学校区
参加者 342 人
1消防と航空自衛隊
百里基地による搬送
訓練
2ハシゴ車体験搭乗
のアトラクション
3心臓マッサージや
AED の使用法を学
ぶ応急手当訓練
4遊びながら知識を
習得する防災カルタ

南小学校区
（参加者 759 人）
1地震が起きたら
「まず低く、頭を守
り、動かない」を実
践するシェイクアウ
ト訓練2地域住民に
よるバケツリレー
3煙の特徴を知り、
避難方法を学ぶ体験
4陸上自衛隊勝田駐
屯地といきいきクラ
ブの炊き出し訓練

1 2

3 4

1 2

3 4
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